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   In 1953 the metachromatic reaction of urine (abbreviated to MR) was discovered and 

designated by Nagata and Yamamoto. Since then studies on the MR have been carried 
out by their coworkers and the number of their reports has already totalled to dozens. 

This paper deals with the results of studies which have recently been made on the physio-

chemical effects on the MR. 

   As material, the urine specimens of healthy persons and patients with urogenital disease 

were used. The urine specimens were subjected to the MR test. The MR test was performed 
on the same urine specimens after such physio-chemical procedures as heating, cooling, 

infrared ray irradiation, ultra-violet ray irradiation, x-ray irradiation, centrifugation, 

desiccation by refrigeration, treatment with absorbents and ion exchange resins and dialy-
sis. The results of the MR test were compared with those obtained before the procedures 

were performed. The results were interpreted macroscopically after the manner of Nagata 

 and Yamamoto. A part of the results was interpreted colorimetrically according to the 
method of Yamamoto et al. 

   Results  : 

1) The effects of intrared ray irradiation. 
   While intrared ray irradiation for 60-120 minutes produced no special change in the 

results of the MR test on the urine specimens which developed the negative MR, the urine 

specimens which showed positive or doubtful positive results to the MR test were negative 

in 4 out of the  .5 cases and doubtful positive in 1. 

2) The effects of ultraviolet ray irradiation. 

   In the case of ultraviolet ray irradiation there was no change in the results of the MR 

test on the urine of all the cases, regardless of the time of irradiation. 

3) The effects of x-ray irradiation 

   When the urine specimens were irradiated with x-rays, there occurred no change in 

the results of the MR test on all the cases, irrespective of the time and dosage of irradia-

tion. 

4) The effects of temperature. 

   The urine specimens which showed positive and doubtful positive results to the MR 

test rendered the MR negative when they were heated to 100°C for 60 minutes. There 

was no change in the results of the MR test on the other urine specimens that were
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negative. On heating at 90°C for 60 minutes, the MR-positive urine specimens of 3 cases 

were negative in all the 3 cases; the MR-doubtful positive urine specimens of 2 cases 

were negative in 1 of the 2  cases; the MR-negative urine specimens of 2 cases were 

negative in 1 out of the 2 cases. At a low temperature of 0° to —40°C, there was no 

change in the results of the MR test, irrespective of the number of cooling days. 

5) The effects of centrifugation and desiccation by refrigeration 

   Centrifugation at 3000-5000 rpm caused no change in the results of the MR test on  the 

urine specimens of all the cases. There was no change in the results of the MR test on 

the urine specimens which were allowed to stand at room temperature for 6 months after 

they were frozen to dryness. 

6) The effects of absorbents . 
   The MR-positive urine specimens were absorbed in to silica and activated charcoal 

and showed negative results to the MR test. However, there was no change in the MR 

test on the negative urine specimens. 

7) The effects of ion exchange resins. 

   IRA-400 and IRC-50 rendered the MR of the MR-positive urine specimens doubtful 

positive, while the negative urine specimens were caused by IR-120 and IRA-400 to show 

positive results to the MR test. 

8) The effects of dialysis. 

   Positive results were obtained by dialysis in the greater part of 312 healthy persons 

and patients. Though dialysis brought about a marked decrease in or a disappearance of 

electrolytes, changes in the electrolytes did not influence the  results of the MR test. 

Colorimetery of the results of the MR test after dialysis revealed a movement toward 

the left lower part from the original point of the CIE chromaticity diagram. This was 

due to a decrease in purity and an increase in luminocity. The MR-positive urine spe-

cimens also showed the same tendency, which was particularly remarkable in the MR-

negative urine specimens. In such a case the results of the MR test cannot be interpreted 

macroscopically and therefore a colorimetric method seems to be the only one used for 

that interpretation.

緒'言

尿異染反応(以 下 「MR」 と略記)は1953年

永田及び山本1》の発見によ り命名されたが,以

来今 日迄本反応に関する研究はその協同研究者

等により続行され,そ の成果も既に10数es2)-n》

の多数を算 え る.MRは 結核性疾患殊に泌尿

器結核に特異的に陽性反応を示すが,こ れは多

数の追試成績2)"20)により確認されて来た,結 核

以外の疾患ではしぱしば悪性腫瘍に陽性を示す

が,特 に末期癌や泌尿器悪性腫瘍で陽性を呈す

るとの報告7)がある.MRが 結核や悪性腫瘍に

何故陽性反応を示すかは未だ決定的説明を欠 く

が,橋 上ωはMR陽 性患者の尿中にエ ステル

型高級脂肪酸が存在し,陰 性尿で は これ がな

い.又MR陽 性を示す腎結核患考に 脂肪負荷

試験を行 うと,一 定時間尿中エステル型高級脂

肪酸が俄かに増加するが,MR陰 性者ではこれ

を証 し得ないことを記載し,安 原16)は橋上の方

法を追試すると共に,遊 離型高級脂肪酸の検出

を行つた結果,MR陽 性尿 に見出され る 高級

脂肪酸はすべてエステル型で,遊 離型は自らの

方法では遂に検出し得なかつたと云い,MRを

陽性ならしめる尿中物質はエステル型高級脂肪

酸であることを強調 している.一 方山本等ωは

MRを 実施する際の 温度並びにpHの 影響に

っいて検索し,高 温では陽性化する傾向にある

が・低温では不変であつた と云い,pHの 影響

については一般に人尿が示す範囲の変動では こ

れを無視 して反応を実施 しても差支ないこと等
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に つ い て記 して い る.か よ う にMRは 種 々の

物理 化 学 的 条 件 に よ り,そ の判 定 に動 揺 を来 す

で あ ろ う ことが 懸 念 さ れ る.今 回 永 田教授 は

MRに 及 ぼ す 物 理 化学 的 影響 の 検 索 を 私 に 命

ぜ られ た 。 そ こで 私 は健 康 者 並 びに 泌尿 器 疾 患

を有 す る患 者 尿 を被 検 材 料 と し て 温 度,赤 外

線,紫 外線,X線,遠 心 沈澱,凍 結 乾 燥,吸 着

剤,イ オ ン交 換 樹 脂,透 析 の これ に及 ぼ す影 響

を検 索 した と ころ,些 か 知 見 を得 た の で蔽 に そ

の成績 を報 告 した い.

実 験 方法 並 び に実 験 材 料

被検材料の尿 は 日本大学病院泌尿器科外来並びに入

院患者及び同病院医師,看 護婦,従 業員中か ら任意に

選んで採尿 し,こ れに充てた.MRは 永田及び山本 の

原法に従い,判 定は肉眼的に,1部 は山本及び足立 に

倣い測色 して判定 した.

1)赤 外線及紫外線 照射の影響

直径9cmの シヤー レに被検尿を充た した ものを1

試料につ き2個 宛用意 し,1つ は本試験,他 の1つ は

これに温度計を挿入 して所要時間毎 にその温 度を測定

した.赤 外線及び紫外線発生装置は 日本大学病院皮膚

科所属の医療用赤外線灯(電 圧110V,電 流5A,電

球300W),紫 外線灯(電 圧110V,電 流5A),を 用

い,距 離は液面か ら約30cm,照 射時間 は5,10,

20,30,60,120分 の6種 で,時 間毎に駒込 ピペ ツ ト

を用い,20cc宛 小試験管 に分取 し,照 射終了後室温

(約12℃-14℃)に30分 間放置 して後MRを 実施 し

た.症 例に腎結核を始 め とす る20例 であ る.

2)X線 照射の影響

被検尿約100cc宛 を尿 コツプに取 り,以 下 に示す

X線 装置と方法で照射 し,駒 込 ピペ ツ トを用い,照 射

量毎に2.Occ宛 採取 してMRを 実施 し,照 射前MR

と比較した.被 検例は腎結核を始め とす る4例 であ

る.X線 発生装置 は 日本大学病院X線 室所属の島津製

作所製信愛号No.2204725で ある.照 射条件は二次

電圧180,150,80KVPの3種 で,い ずれも電流20

mA,距 離50cm,Filterは180及 び150KVPの

場合は0.7mmCu板 及び0.5mmA1板 を,80KVP

では1,0mmA1板 を用い,照 射量は各例共100,20

0,300,400,500レ ン トゲンの5種 であ る.

3)温 度の影響

i)加 熱の影響 腎結核を始 め とす る7例 の尿につ

いて,あ らかじめMRを 実施 し,次 いで各例 の尿約

50cc宛 を大試験管 にと り,一 方 別の大試験管に被検

尿を同量 と り,こ れに温 度計を挿入 して,水 浴上で加
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熱 し,goo乃 至90臼Cの 間 を7段 階 とな し,各 温度共

5,10,20,30,60,120分 宛加熱後2.Occ宛 を小試

験に分取 し,室温 に約1時 間放置して,そ れぞれMR

を実施 した.但 し1000C加 熱の場合は約300ccの 尿

を大型 ビーカーに取 り,温 度計を挿入 して直接 火焔で

加熱 したが,加 熱所要時間及び加熱後のMRは 前者

と全 く同様である.

ii)寒 冷の影響

本学細菌学教室所属の低温研究室で行つた.あ らか

じめ小試験管 に腎結核を始めとす る3例 の尿をそれぞ

れ2.Occ宛 所要数分取 し,0。,-10。,-150,-40。C

の各室に所要数宛格納 し,1,3,5,7,30,60,120,

180日 目にそれぞれ 取出 し,室 温 に放置して自然溶解

後 さらに30分 を経た後MRを 実施 し,低 温室格納前

のMRと 比較 した.

4)遠 心沈澱 の影響

腎結核 を始め とす る3例 の尿にMRを 実施 し,次

いで各例の尿約5cc宛 を所要 数遠心 用小試験管に 分

取 し,r.p.m.3,000,4,000,5,000で5,10,20,30,

60分間宛それぞれにっ いて遠心沈澱 を行い,上 澄液

2.Occ宛 を以つてMRを 実施 し,遠 心前MRと 比

較 した.

5)凍 結乾燥の影響

腎結核を始め とす る3例 の尿にMRを 実施 して判

定 し,次 いで各例の尿2.Occ宛 をアソ プ レに分取 し

た ものを所要数作製 し,本 学細菌学教室所属の徳田製

作所製BCL50型 真腔凍結乾燥器 を用い,型 の如 く凍

結乾燥 した.そ の後1,14,30,60,120,180日 間室

温に放置した ものを それ ぞれ試料とな した.MR実

施前 アソプレを切 り,凍 結乾燥 粉末を2,0cc宛 の蒸

溜水に溶解 してよ く振盈し,完 全溶解後約30分 間室温

に放置して後MRを 実施 し,凍 結乾燥前MRの 成

績 と比較 した.

6)吸 着剤の影響

市販 の活栓付ガラス製吸着管を所要数用意 し,あ ら

かじめ洗糠,膨 潤 してある無水硅酸,硅 藻土,酸 性白

土,活 性炭を3組 宛4種 それぞれの 目盛迄型の如 く密

に重層 して吸着柱を作製,上 部か ら腎結核を始め とす

る3例 の尿約50cc宛 を注入し,吸 引ポンプで徐 々に

吸引 し各試験管に取 る.こ れ を各組共3回 宛繰返 し,

得 られ た液 を 以 つ てMRを 実施 し,吸 着操作前の

MRと 比 較 した.

7)イ オン交換樹 脂の影響

イオン交換樹脂は オルガ ノ社製IR-120,IRA-400,

IR-4B,IRC-50の4種 を用いた.活 栓付 ガラス吸着

管を型の如 く処理 し,こ れ にあ らかじめ洗瀞,膨 潤 し
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てある各 イオン交換樹脂 を密に重層 した ものを所要数

用意 した.次 いで腎結核 を始め とす る6例 の尿をそれ

ぞれ の樹脂層の上部から注入 してこれを通 し,炉 液を

さ らに2回 宛繰返 し通過 させた後,小 試験管に2.Occ

宛分取 してMRを 実施 し,操 作前のそれ と比較 した,

8)透 析の影響

i)透 析前後のMRの 変動 試料の尿 は健康者及

び腎結核 をはじめとす る泌尿器疾患の合計312例 か ら

採尿 してこれに充 てた.透 析はセロフアン膜No.300

を以つて,流 水中に24時 間行い,そ の前後の尿にMR

を実施 した.

ii)健 康者尿透析前後 の電解質 とMRの 変動

健康者尿 約50cc宛 をi)と 同様 に透析 し,そ の

前 後の尿電解 質すな わ ちNa,K,Cl,Ca,Mg,Pの

定量 とMRを 実施 した.Na,K,Caは ベ ツクマン光

電分光光度計に よる焔光分析法を,C1はAgNOsに

よる沈澱滴定,MgはKunkelの 方法に よるTitan

yellowを 用いた比色定量,Pは1,2,4amino・

naphtholsulfonicacid法 で行った。その単位はNa,

K,Cl,CamEq/1,Mg,Pはmg/d1を 以つて示す

iii)健 康者尿透析前後の測 色値 とMRの 変動,並

び にCIE色 度図 健康老6例 の尿約50cc宛 をセ ロ

フアン膜を以って流水中に24時 間透析し,そ の前後の

尿 にMRを 実施 し,直 ちに測色学的測定を なした.

iv)腎 結核患者尿透析前後の電解質 とMRの 変動

腎結核患者4例 の尿約50cc宛 をii)と 同様 に透析

し,そ の前後の尿電解質定量 とMRをii)と 全 く同

様 に実施 した.

v)腎 結核患者尿透析前後の測色値 とMRの 変動

並 びにCIE色 度図 腎結核患者4例 の尿をii)と 同

様に透析 し,そ の前後のMRを 実施 し,直 ちに測色

学的測定をな した.

実 験 成 績

1)赤 外線照射 の影響(第1表)

各種泌尿器疾患の20例 に実施 した成績は以下の如 く

であった.す なわ ち照射前MRは 石 津例慢性膀胱炎

を始めとす る14例はい ダれ も陰性を,西 郷例膀胱癌で

は疑陽性 を示すが,荻 原例前立腺肥大症,湧 井例膀胱

癌,島 倉例膀胱結核,豊 田例右腎結核,村 井例左腎結

核ではいずれ も陽性に反応 した.照 射後は石津例以下

の14例 では照射時間 に関係な く,す べ て陰性を示すに

反 し,西 郷例は5,10分 照射で陽性 とな り,20分 以降

は急に陰性 を示 し,120分 でも遂に陰性に終つた.又

萩 原例は照射30分 迄すべて陽性に反応したが,60分 で

は陰性を,120分 で も陰性を持続 した.湧 井例は照射

30分 迄は陽性であ るが,60分 で疑陽性 とな り・120分

では遂に陰性 となつた.島 倉例は照射30分 迄陽性が持

続す るが,60分,120分 では陰性 に反応 し・豊 田例は

30分 迄陽性 を,60分,120分 では疑陽 性 に と ど まつ

た.村 井例 は30分 迄陽性が持続 し,60分,120分 では

すべて陰性 であつた,す なわち この群 の赤外線照射に

よるMRの 変動は陰性尿では変化 はな く,疑 陽性尿

は1時 陽性化す るが,20分 以後は陰性に反応 し,陽 性

尿は30分 で疑陽性を示 し,120分 で陰性化す るもの と,

30分 迄陽性 を持続 し,60分 以後陰性 化す るものの2っ

があった.こ れ らの結果か ら,赤 外線照射に よ り,陰

性尿は120分 後尚陰性 であ るが,陽 性尿は120分 後は疑

陽性若 しくわ陰性化す る.こ の場合各照射時間に於け

る尿の温度はMR陰 性尿,陽 性尿共に120分 の照射で

60℃ を超えるものは1例 もなかつた.

2)紫 外線照射の影響(第2表)

1)と 同様20症 例に実施 した成績は 次 の 如 くなっ

た.す なわち照射前MRは1)と 全 く同 様 で あ る

が,照 射後のMRは 照射時間 の如何を 問わずすぺて

照射前のそれ と全 く同様に反応 し,紫 外線照射による

MRの 変動はみ られ なかつた.こ の場合各照射時間に

於ける尿の温度は陽性尿,陰 性尿 も共に120分 の照射

で,照 射前の温度に比 し,5。 乃至8℃ の差を示すの

みであつた.

3)X線 照射の影響(第3,4表)

i)二 次電圧180KVP照 射の影響 症例は小島例

腎結核 を始め とす る4例 で,照 射前MRは 小島例,

豊田例,村 井例が共に陽性を,渡 辺 例 は 陰性であつ

た.X線 照射後は小島例,豊 田例,村 井例は照射量に

関係な くいずれ も陽性に反応 し,渡 辺例は 同様陰性で

あった.

ii)二 次電圧150KVP照 射の影 響i)と 同様X

線照射量 と無関係に何等 の変化 もみ られなかつた.

iii)二 次電圧80KVP照 射 の影響i)と 全 く同

様3例 共X線 照射量に関 係な く,照 射前MRと 全 く

同様 に反応 した.

す なわ ち二次電圧が180乃 至80KVPの 間ではX

線照射量 に関係 な く,3例 共 照射前MRと 全 く同様

に反応 し,X線 照射に よる変 動はみ られなかつた.

iv)x線 照射の影響の長期 に亘 る観察,前 記i)ii)

iii)の 照射条件で照射 した 各例の尿 を 一10℃ に保存

し,1,2,3,6カ 月間 の4回 宛取出 し,MRを 実施

した・その結果 いずれ も照射前MRと 全 く 同様に反

応 し・X線 照射後6ヵ 月 を経た尿 のMRに も何等の

変化を も証す ることが出来なかつた.

4)温 度の及ぼす影響(第5,6表)
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第1表 赤 外 線 照 射 の 影 響
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患 者

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

患 者

石 津40

吉 田25

安 川20

斉 藤45

安 藤27

伊 岡34

斉 藤55

坂 本45

望 月22

功 刀35

藤 沢33

山 田26

篠 原33

吉 本20

西 郷57

荻 原62

湧 井55

島 倉20

豊 田42

村 井40

6

δ

♂

δ

♀

δ

δ

6

δ

6

δ

孚

6

♂

♀

6

6

6

♀

♀

診 断 名

慢 性 膀 胱 炎

慢 性 尿 道 炎

右 尿 管 結 石

膀 胱 乳 頭 腫

慢 性 腎 孟 炎

膀 胱 結 石

前 立 腺 肥 大 症

右 尿 管 結 石

膀 胱 弛 緩 症

右 副 睾 丸 結 核

〃

慢 性 膀 胱 炎

腎 下 垂 症

右 腎 結 石

膀 胱 癌

前 立 腺 肥 大 症

膀 胱 癌

膀 胱 結 核

右 腎 結 核

左 腎 結 核

照射前

RM及

び温度

13

13

13

14

14

14

13

13

13

13

13

12

12

12

±

13

十

13

十

13

十

15

十

15

十

15

照射後及びMR温 度

照 射 時 間

5'IOt20'30'60'・120'

182938585757

183039605858

182940595757

213052585656

192850595858

183052585757

192851575656

・183253595757

193052585756

202949605757

192848589757

213249595858

183154605858

203553605757

十 十 一 一 一 一

192948585857

十 十 十 十 一 一

203152575656

十 十 十 十 士 一

192749605757

十 十 十 十 一 一

213252595857

十 十 十 十 ± ±

182949605756

十 十 十 十 一 一

223553605757

数字=温 度OC
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第2表 紫 外 線 照 射 の 影 響

患者

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

患 者

石 津40

吉 田25

安 川20

斉 藤45

伊 岡34

斉 藤55

安 藤27

坂 本45

望 月22

功 刀35

藤 沢33

山 田26

篠 原33

吉 本20

西 郷57

荻 原62

湧 井55

島 倉20

豊 田42

村 井40

6

δ

♂

♂

6

δ

♀

6

♂

6

6

♀

δ

δ

♀

δ

6

6

♀

♀

診 断 名

慢 性 膀 胱 炎

慢 性 尿 道 炎

右 尿 管 結 石

膀 胱 乳 頭 腫

膀 胱 結 石

前 立 腺 肥 大 症

慢 性 腎 孟 炎

右 尿 管 結 石

膀 胱 弛 緩 症

右 副 畢 丸 結 核

〃

慢 性 膀 胱 炎

腎 下 垂 症

右 腎 結 石

膀 胱 癌

前 立 腺 肥 大 症

膀 胱 癌

膀 胱 結 核

右 腎 結 核

左 腎 結 核

照射前

MR及

び温度

13

13

13

14

14

13

14

13

13

13

13

12

12

12

±

13

十

13

十

13

十

15

十

15

十

15

照射後MR及 び温度

照 射 時 間

5'IOt20'30'60'120t

ユ82021202020

172020202020

181920191919

162021202020

181921202020

--1-一 一

182020202019

192021202020

171920202020

192121202020

182121202020

172022212020

151820191919

182121202019

192021202020

± ± 士 ± ± ±

192221202020

十 十 十 十 十 十

202122202020

十 十 十 十 十 十

182020202020

十 十 十 十 十 十

172121212020

十 十 十 十 十 十

182222212120

十 十 十 十 十 十

192122212120

数字=温 度 。C
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第3表X線 照射の影響

患 者

小 島76

豊 田42♀

村 井40♀

渡 辺38♀

診 断 名

右腎兼膀胱結核

〃

左腎兼膀胱結核

両 腎 下 垂 症

照射前
MR

十

十

十

照射量
γ

100
200

300

400

500

100

200
300

400

500

100

200
300

400

500

100

200
300

400

500

180KVP

照射直後MR

十

十

十

十
十

十

十

十

十
十

十

十

十

十
十

150KVP

照射直後MR

十

十
十

十

十

十

十
十

十

十

十

十
十

十

十

80KVP

照射直後MR

十

十
十

十

十

十
十

十

十

十

十

十

十

十

十

第4表X線 照射の影響の長期観察

患 者

小 島76

豊 田429

村 井409

渡 辺38♀

診 断 名

右腎兼膀
胱 結 核

1

〃

左腎兼膀
胱 結 核

両 腎
下 垂 症

照射前
MR

十

十

十

照射量
γ

100

200
300

400

500

100
200

300

400

500

照 射 後 の.MR

OKVP

23

カ カ

月 月

6
カ

月

直

後

150KVP

直1236
カ カ カ カ

後 月 月 月 月

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

1。。1+++++
200

300

400

500

100

200

300
400

500

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十
十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

80KVP

直1236
カ カ カ カ

後 月 月 月 月

十 十 十 十 十
十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十
十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十
十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十
十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

i)加 熱の影響 望 月例膀胱弛緩症を始め とする7

例の成績 は以下 に示す如 くなつた.す なわち加熱前 の

MRは 望月例i中 谷 例腎下垂症の2例 は陰性を示す

力篇 荒荘例膀胱癌,、荻原例前立腺肥 大 症 で は疑陽性

を,浅 見,村 井 の両側共に左 腎結核,豊 田例右腎結核

ではすべ て陽性に反応 した.1加 熱後のMRは 望月例

は30℃ 乃至50℃ では加熱時間に関係 な く,す ぺて

陰性に反応す るが,60℃ 乃至90℃ ではすでに5分

加熱か ら疑陽性を示 し,120分 迄同様疑陽性に反応 し

た.100℃ 加熱では5乃 至30分 では疑陽性を示 し,60

乃至120分 では再び陰性に反応 した.次 ぎに 中谷例で

は加熱後のMRは30℃5乃 至120分 で陰性を示すが,
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第5表 加 熱 の 影 響

患 者 、 診 断 名 加熱前MR
(15℃)

加熱温度
C

加 熱 後 M R

加熱前
pH加 熱 時 踵

5' 10'20' 307 60'120'

100

18

望 月22♂ 膀胱弛緩症 一Z8

量8
30

士 ± 士 ± 一 一

土 ± 士 土 ± 士
± ± 士 ± ± 士

± ± 士 ± ± ±6.4

± ± ± 士 ± ±

100

98

中 谷42♀ 腎 下 垂 症 一18

量8
30

± ± 士 土 一 一
± ± ± 土 ± 一

± ± ± 士 士 士

士 ± ± ± 土 ±5 .8土 土 士 士 ± 土

土 土 ± 土 士 士
一 一 ± ± 土 ±

100

98

荒 井79♂ 膀 胱 癌 ±18

量8

13・

十 十 十 一 一 一
十 十 十 十 十 一

十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十6 。0十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十

± ± ± ± ± ±

± 士=ヒ ± 刊 ±

荻 原676前 立腺肥大症 ±

浅 見2i6左 腎 結 核+

豊 田429右 腎 結 核 十

村 井40♀ 左 腎 結 核+

100

90
80

70

60

50
40

30

十 十 十 十 一 一

十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十5 .8± ± ± 士 ± ±

± ±=セ ± ± ±

士 ± 士 ± ± 士

」=± 土 ± 土 ±

100

90
80

70

60

50

40

30

十 十 ± 一 一 一

十 十 十 ± 一 一
十 十 十 十 ± ±

十 十 十 十 十 十7
。0十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十
十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十

100

90

80

70

60

50
40

30

十 十 十 ± 一 一

十 十 十 ± 一 一
十 十 十 十 ± ±

十 十 十 十 十 十6
.8十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十
十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十

100
go

80

70

60
50

40

30

十 十 十 一.一 一
十 十 十 ± 一 一

十 十 十 十 士 ±

十 十 十 十 十 十
十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十
十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十

7.0
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十
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十

十
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十

十

十

十

十
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α 壕

專 纏

田 旗

鋼 襖

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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十
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十
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十

十

十

十
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40℃ では5乃 至10分 で陰性,20乃 至120分 で疑陽性

を,50℃ 乃至80℃ では加熱時間に 関係 な くすぺ て

疑陽性を,90℃ では5乃 至60分 で疑陽性 を,120分 で

陰性 を,100℃ では5乃 至30分 で疑陽性,60乃 至120

分で陰性 となつた.又 荒井例は加熱30。 乃至40℃ で

は加熱時間に関係な く疑陽性 を持続 し,50℃ 乃至80

℃ ではすべ て陽性 に反応 し,90℃ では5乃 至60分 で

は陽性を,120分 では陰性を示 し,100℃ では5乃 至

20分 では陽性を,30分 乃至120分 では陰性に反応 した,

荻原例は加熱30℃ 乃至60℃ では加熱 時間 に無関係

にすべて疑陽性を示すが,70℃ 乃至90℃ で は加熱

時間に関係な く陽性化 し,100℃ では5乃 至30分 で

は 陽 性 を,60乃 至120分 では遂に陰性化 した.浅

見例は30℃ 乃至70℃ では加熱時間に関係な く,す

べ て陽性に反応す るが,80℃ では加熱60乃 至120分 で

は疑陽性を,又90℃ では加熱30分 で疑陽性,60乃 至

120分では陰性であつた.又100℃ の場合は5乃 至10

分では陽性,20分 では疑陽性,30乃 至120分 ではすぺ

て陰性に反応 した.豊 田例は加熱30℃ 乃至70℃ で

は時間に関係 な くす べて陽性を示すが,80℃ では60

乃至120分 で疑陽性を,90℃ では30分 で疑陽性,60乃

至120分 で陰性 となつた.1000Cで は加熱30分 で疑陽

性 とな り,60乃 至120分 では陰性であつた.村 井例は

加熱30℃ 乃至70℃ では加熱時間 に関係 な く陽性を

示すが,80℃ では60乃 至120分 加熱で疑陽性,90℃

では30分 加熱で疑陽性を示し,60乃 至120分 では陰性

化した.100℃ では加熱20分 までは陽性 を示す が,30

乃至120分 ではいずれも陰性に反応 した.

すなわち以上の成績か ら 加熱に よるMRの 変動は

陰性尿 の場合 は温度が高 く,又 加熱時間が長 くなると

疑 陽性化す る傾 向を示し,加 熱温度が90℃ 以上にな

ると60乃至120分 加熱で再び陰性化す る様に見受け ら

れ る.疑 陽性尿は陰性尿 と同様 な傾向を示すが,前 者

に比 し,低 温で早 くも陽性化す るが,完 全に陰性化す

る場合は前者 と 全 く 同様90℃ 乃至100℃ である.

加熱時間 も90℃ では120分,100℃ では30分 を要す

る如 くなつた.次 ぎに陽性尿は70℃ 迄は加熱時間に

無関係に陽性 を持続す るが,80℃ 乃至120分 加熱では

3例 中2例 が疑陽性,90℃ では30分 加熱で3例 共疑

陽性を,60乃 至120分 ではすべて陰性 を,又100℃ で

は3例 中2例 が30分 加熱で陰性を,他 の1例 は60分 加

熱で陰性 を示す如 くなつ た.要 す るにMR陰 性尿に

して も,疑 陽性若 し くわ陽性尿に しても100℃60分

以上の加熱ではすべて陰性に反応す る如 くなった.こ

の群の加熱前pHは 望月例6.4,中 谷例5.8,荒 井例

6.0,荻 原例5.8,浅 見例7.0,豊 田例6.8,村 井例7。0
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であつた.

ii)寒 冷の影響 豊田例右腎結核 を始め とす る3例

の成績 は次の如 くであつた.す なわ ち低温室格納前の

MRは 豊田例及び村井例左腎結核は共に陽性を,渡 辺

例腎下垂症 は陰性を示した.格 納後のMRは 豊 田例,

村井例は格細 数,格 納醸 礁 騨 ・す べ て雛

を,渡 辺例は陰性 を持続 した.結 局MR陽 性 及び陰

性 を示す尿は0℃ 乃至 一40℃ に180日 間格納 しても

MRに 対し,何 等の変 化 も及ぼ さない.

5)遠 心沈澱 の影響(第7表)

第7表 遠心沈澱の及ぼす影響

＼ 艦ドミ
後M R

3,000 4,000 5,000 前MR

症 例＼51020 3060510203060 510203060

豊 田42♀ 右 腎結核 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

村 井409左 腎結核+++++ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

1 」 一一儒一 一 皿 一一 一

一 一 一 一 一 一

一一

渡

一『}一.・ 一 一一一 一

辺38♀ 腎下垂症 一 一 一 一 一 一 一

一 一・一 一 一 一冒.皿

_一 一

1

4)ii)と 同症例の3例 に っいて 実施 した成績は以

下の如 くであつた.す なわ ち遠心沈澱前のMRは 豊

田例及び村井例はいずれ も陽性を,渡 辺例は陰性を示

した,r.p.m,3,000乃 至5,000後 では遠心沈澱の時間

に無関係に,3例 共遠心沈澱前のMRと 同 く同様に

反応した.す なわ ちr.p.m.3,000乃 至5,000で は5

乃至60分 間の遠心沈澱に於てはMRに 何等 の 変化 も

及ぼさない.

6)凍 結乾燥の影響(第8表)

第8表 凍結乾燥の及ぼす影響ミ『『一
豊 田429右 腎結核

村 井409左 腎結核

渡 辺38♀ 腎下垂症

十

十

十

十

十 十 十

十 十 十

十

十

十

十

5)と 同症例の3例 に つい て実施 した成績 は以下の

如 くなつた.凍 結乾燥前のMRは 豊 田例及び 村井例

は共に陽性を,渡 辺例は陰性であった.凍 結乾燥後1

乃至180日 のMRは 豊田例及び村井例は 日数に関係

な く共に陽性を,渡 辺例は陰性であつた.す なわち凍

結乾燥はMRに 何等 の変化 も及ぼ さない.

7)吸 着剤の影響(第9表)

6)と 同症例の3例 に実施 した 成績は以下 の如 くな

った.す なわち吸着操作前 のMRは6)の 場合 と同

様であるが,吸 着操作後のMRは 豊田例及び 村井例

は共に無水硅酸及び活性炭に よ る 吸着後陰性を 示す

が,硅 藻土及び酸性白土では陽性 を示 し,渡 辺例はい

ずれの吸着剤に よるものもすぺて陰性に反応した.

第9表 吸着剤の及ぼす影響

患 者 前M・ 物 質 名i後M・

豊 田42♀ 右腎結核

村 井40♀ 左 腎結核

渡 辺38♀ 腎下垂症

無水硅酸

1珪 藻 土十

謄讐

十

無水硅酸
珪 藻 土
酸性白土
活 性 炭

無水硅酸
珪 藻 土
酸性白土活

性 炭

十

十

十

十

8)イ ォン交換樹脂の影 響第(10表)
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第10表 イオン交換樹脂の影響

83

症 例No.

1

2

3

4

5

6

患 者

豊 田42♀ 右 腎 結 核

村 井40♀ 左 腎 結 核

増 田426右 腎 結 核

青 島28♀ 腎孟膀胱炎

橋 本32♀ 特発性腎出血

渡 辺38♀ 腎 下 垂 症

前MR

十

(6.8)

十

(6.6)

十

(9.8)

(7.o)

(6。8)

(6.6)

イオ ン交 換 樹脂 名

IR-120

1RA-400

1R-4B
IRC-50

IR

IRA

IR
IRC

IR

IRA

IR

IRC

120
400

4B

50

130
400

4B

50

{餐A=1乙1

}畏c=4晶

}餐A=1呂8

{畏c二4晶

後MR

十
士
十
±

十
土

十

土

十
±

十

士

±

芒

士
±

{畏.=1器

{畏。=4晶

士
±

()数 字=PH

症例は豊 田例右腎結核 を始め とす る6例 であ る.操

作前MRは 豊 田例,村 井例,増 田例いずれ も腎結核

で陽性を示 し,青 島例腎孟膀胱炎,橋 本例特発性腎出

血,渡 辺例腎下垂症ではいずれ も陰性を示 した.イ オ

ソ交換操作後のMRは 豊 田例,村 井例,増 田例3例

はIR-120及 びIR-4B通 過 後 共 にMRに 変化な

く,IRA-400及 びIRC-50通 過後は疑 陽 性 を 示 し

た.次 ぎに青島例,橋 本例,渡 辺例の3例 はIR-4B,

第11表 透析 前後 のMRの 成績一
区別

透析前

透析後

MR

馳 疑醐 陰司 計

12

284

6

28

294

o

312

第12表 健康者尿透析前後の電解質定量値 とMRの 変動

症 例No.

1

2

3

被検者

上 薗

井 野

萩 原

区 別

前

後

前

後

前

後

電 解 質

m幾/11m晶/Ilm豊 も/11m監/11m翫1[m湯d1

156.0

19.2

157.0

20,4

6.0

1.5

16.4

2.0

17LO

L73

169.0

2.59

5.6

0

5.25

0.1

3.0

0

3.06

0

11.5

0

9.25

0

MR

188.2

18.2

23.0

0.84

233.0

3.46

4.55

1.04

L9

0.1

十

十

3.6

0.4 十
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IRC-50で は共 に陰 性 を 示す が,IR-120,IRA-400通

過 で はす ぺ て疑 陽 性 に反 応 した.す なわ ちMR陽 性

尿 はIRA-400及 びIRC-50の 通 過 に よ り疑 陽 性 を,

陰 性尿 はIR-120及 びIRA-400通 過 に よ り疑 陽性 を

尉 如 くなつた瀦 局4種 のイオ咬 換樹 月旨の麗 に

よりMRが 不変であつたのはIR-4Bの みで ありた ・

9)透 析の影響(第 ・L・2・ ・3・・4・・5表・ 第1・

2,3図)

第13表 健康老尿透析前後の測 色値 とMRの 変動

症 例No. 被 検 者

1

2

3

4

5

6

上 菌

井 野

本 多

小 泉

荻 原

和 田

区 別

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

前

後

主波長mμ

497.5C

531.OC

493,0C

540.OC

505.3C

522,0C

496.OC

536.5C

493.5C

533.OC

492.5C

508.5C

純 度%

60,0

22,8

70.0

39.0

67.0

37.5

66.6

42,0

62.6

28,0

65.5

36.2

明 度%

19.3

30.2

13.1

30.5

5.8

33.6

14.0

20.9

13。9

26.7

MR

十

十

十

十

十

17.3

23.6 十

C=補 色

第14表 腎結核患者尿透析前後の電解質定量値とMRの 変動

電 解 質
症例MR症 例 区 別

m幾/,lm長/ilm監/lm窺/11m鍛 訓m湯d1

MR

1 藤 生
前

後

190.0

14,8

15.4

0.5

64.0

1。7

33.8

61。0

52.4i

・1

4.1

O.2

±

十

2 菊 地
前

後

136.0

1,0

17.5

1.15

125.0

4.0

82.8

20.3

84.3

0.3

17.0

0.4

十

十

3 小 林
前

後

46,0

19.6

7,6

1.2

23.3

1.73

1。80

0.25

2.0

0

1.6

0

十

十

4 前 田

1

前

後

80.O

l2.0

14.2

0.5

73.0

0.8

70.4

0

一

0

0

22.5

0

十

十
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第15表 腎結核患者尿透析前後の測色値とMRの 変動

症例No.症 例

1 藤 生

2 菊 地

区 別

前

後

ノ

前

後

主波長mμ 純 度% 明 度% MR

497,6C

531.4C

70.5

41.5

10.3

23.5

土

十

500.6C

499.5C

74.0

35.0

6.8

13.2

十

十

3 小 林
前161。.。C

後 543.OC

60,0

41.5

1.7

26.1

十

十

4 前 田
前

後

498.5C

508.OC

59.0

31.0

12.8

20.3

十

十

C=補 色

i)透 析前後のMRの 変動 被検例は健康者及び

各種泌尿器疾患を合せた312例 である.透 析前のMR

は312例 中陽性12例,疑 陽性6例,陰 性294例 に分た

れ るが,透 析後は陽性284例,疑 陽性28例 とな り,陰

性を示す ものは1例 もない.

ii)健 康者尿透析前後の 電解質定量 とMRの 変動

被検者3例 の中透析前MRは す べて陰性 を示 し,

透析後はす べて陽性に反応 した.こ れ ら3例 の尿の透

析前後に於ける電解質定量値 は 以 下 に示す如 くなつ

た.す なわち上薗例は透析前Na156.0,K6.0,Cl

Yi8

'7

'6

15

i4

'3

12

〃

10

第1図

上 薗 例
一一一一一 井 野 例

本 田 例

レ

12/314

171.0,Ca5.6(以 下 単 位mEq/1),Mg3.0,P11.5

(以 下 単 位mg/d1)を 示 す が,透 析 後 はNa19.2,

K1.5,C11.73,CaO,POと な っ た.次 ぎ に 井 野 例

は 透 析 前Na157.OK1。64,C1169.0,Ca5.25,Mg

3・06,P9.25で あ つ た が,透 析 後 はNa20.4,K2.O,

C12.59,CaO.1,MgO,POと な っ た.荻 原 例 で は

透 析 前Na188,2,K23.0,Cl233.0,Ca4.55,Mg

1.9,P3,6で あ つ た が,透 析 後 はNa18.2,KO.84,

C13.46,Ca1.04,MgO.1,PO.4で あ つ た.す な わ

ち こ の 例 の 電 解 質 は 透 析 前 健 康 人 の 尿 電 解 質 組 成 の 範

Y18

'7

第2図

一 小 泉 例

一一一一 荻 原 例

・一一一一一・一・一■和 田 例

12345678θ'0〃 12i3t415

x・
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第3図

藤 生 例
一一一一 菊t也 種iJ
-一一一 小 林 例

～ 前 田 例

ア23亨5678910〃12ttヲ1415

x

囲を 出 な いが,透 析 後 は 明 らかに 微 量若 し くわ しとな

つ た.

iii)健 康 者 尿透 析 前後 のMRと 測 色 値 の変 動 被

検 者6例 に つ いて 実施 した成 績 は 以下 の 如 くなつ た.

す な わ ち透 析前MRは 全例 陰 性 を示 す が,透 析 後 は

全 例陽 性 に反 応 した.又 これ を測 色 した場 合 は上 薗側

は 透 析前 主 波 長497.5C(以 下 数 字 はmμ),純 度60.0,

明度19.2(以 下 明度,純 度 の数 字 は%),透 析 後

は主 波 長531.OC,純 度22.8,明 度30.2を 示す 如 くな

つた.井 野 例 は透 析 前 主波 長493.OC,純 度70.0,明

度13。1,透 析 後 は 主 波 長540.OC,純 度39,明 度

30,5で あ っ た.本 多例 は 透 析前 主 波 長505.3C,純

度67,明 度5.8を 示 し,透 析 後 は 主 波長522.OC,

純 度37.5,明 度33.6で あつ た.小 泉 例 は 透析 前 主

波 長496.OC,純 度66.6,明 度14,0,透 析 後は 主 波

長536.5C,純 度42.0,明 度20.9を,荻 原 例 は 透

析前 主 波 長439.5C,純 度62.6,明 度13.9を 示 す

が,透 析 後 は主 波 長533.OC,純 度28.0,明 度26.7

となつ た.和 田例 は透 析前 主波 長492,5C,純 度65.

5,明 度17。3を 示す が,透 析 後 は主 波 長508.5C,

純 度36.2,明 度23.6と なつ た.

iv)健 康者尿透析前後のCIE色 度図 前記iii)の

測色値をCIE色 度図でみ ると以下の如 くなった.す

なわち第1,2図 にみる如 く,透 析後はいずれ もその

純度が低下 し,明 度が高 くな るに従い透析前のそれに

比 し,青 色が増加 し,図 上左下 に移動す る如 くなる.

か よ うな青色の増加はMRの 肉眼的判定法で は陽性

に判 定 され る原 因 とな る よ う考 え られ る ・

v)腎 結 核 患 者尿 透 析 前 後 の 電解 質定 量 値 とMR

の変 動 腎結 核 患 者4例 に つ い て実 施 した 成 績 は 以 下

の如 くで あつ た.す なわ ち 透 析 前4例 共MRは 陽 性

若 し くわ 疑 陽 性 を示 した が,透 析後 は す べ て 陽 性 に 反

応 した.電 解 質 定量 値 は 藤 生例 では 透 析 前Na190.0,

K15.4,C164.0,Ca3.86,Mg2,4,P4・1,透 析 後 は

Na14.8,KO,5,C11.73,Ca1.05,MgO,P.0.2で

あ つ た.菊 地例 は 透 析 前Na136.0,K17.5,Cl125。0,

Ca2.82,Mg4.3,P17.0を 示 す が,透 析 後 はNa

1.0,K1.15,C14.08,CaO.38,MgO・3,PO・4で あ

つ た.小 林例 は 透 析 前Na46.o,K7.6,Cl23.3,Ca

1.80,Mg2.0,P1,6で あ るが,透 析 後 はNa19.6sK

1.2,C11.73,CaO.25,MgO,POと なつ た.又 前 田

例 は透 析 前Na80,0,K14.2,C173.O,CaO.4,MgO,

P22.5で あ るが,透 析 後 はNa12.0,KO.5,CIO.87,

Ca,Mg,Pは 共 に0を 示 した 。

vi)腎 結 核患 老 尿 透析 前後 の 測 色 値 とMRの 変 動

v)と 同 症例 につ い て 実施 した成 績 は以 下 の如 くで

あ つた,す な わ ち この群 のMRは 透 析 前 疑 陽 性 若 し

くは陽 性 を 示す が,透 析 後 はす ぺ て陽 性 に 反 応 した.

そ の測 色 値 は藤 生 例 で は透 析 前 主 波 長497.6C,純 度

70。5,明 度13.0,透 析 後 は 主波 長531.4C,純 度41

,5,明 度23.5と な つ た.菊 地 例 は 透 析 前 主 波長500.6

C,純 度74.O,明 度6.8を 示 し,透 析 後 は主 波 長499

.5C,純 度35.0,明 度13.2で あ つ た.又 小 林 例 は透

析 前 主 波 長610.OC,純 度10.0,明 度1.7を 示 す が,

透 析 後 は 主 波長543.OC,純 度41.5,明 度26.1を 示

した.次 ぎに前 田例 で は透 析 前 主 波 長498.5C,純 度

59.0,明 度12.8を 示 し,透 析 後 は 主 波 長508.OC,純

度31.0,明 度20.3を 示 した.

vii)腎 結 核 患 者尿 透 析 前 後 のCIE色 度 図vi)の

測 色値 の変 動 をCIE色 度 図で み る と,以 下 の如 くな

つ た.す なわ ち透 析 後 は 色 度 図上 そ の 左 下 方 に 移動 す

るが,こ れ は健 康 者 の場 合 と同様,透 析 に よ り青色 が

強 くな つ て来 るた め で,純 度 も これ に 伴 い低 下 し,,明

度 が 上 昇す る.然 し健 康 者 との 重要 な相 異 点 は 透析 に

よつ て純 度 は確 か に 低 下 し,明 度 は 上 昇 す るが,そ の

変 動 は 腎 結 核患 者 で は 健 康 者 の それ に比 し,甚 だ低 い

ことが 窺 わ れ た.

総括並びに考按

以上の実験成績を総括すると共に,こ れに些

か考察を加えて以下に記 したい 先づ各種光線

のMRに 及ぼす影響をみるに,紫 外線及びX

線では前述した如き条件で 照射するもMRに
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は何等の動揺も来さないに反し,赤 外線照射 の昌'

場合は60乃至120分 照射でMR陽 性を示 す5

例中4例 が陰性化し,1例 が疑陽性を,又MR

が疑陽性を示す1例 は20分 照射 で陰 性 に反応

し,結 局MR陽 性若しくわ 疑陽性を示す全例

に対し,著 明な変動をみた.X線,紫 外線,赤

外線は光化学的には電磁波であるが,そ の中波

長庶X線 に於て最も短 く,1-SloA,次 いで紫

外線510-4000A,赤 外線は最も長 く8000-3.

14×106Aで あ る.前2者 はMRに 対して何

等の動揺も惹起 しないが,長 波長の赤外線はこ

れに対し重大な影響を及ぼすことが判つた.元

来赤外線は可視部の赤色光 より長波長の部分に

ある電磁波の総称であり,そ の波長も一般に劃

然たるものでな く,前 述 した如き波長の附近を

指すものである.そ の光子量は36乃 至0.1キ ロ

カ冒リー附近にあるとされ,こ れは通常われわ

れの眼に感 じない.然 し物質に吸収されて熱と

なる性質が強 く,熱 線と呼ばれる所以であり,

熱作用を度外視することは出来ない.然 し試み

に測定 した尿温度は前記方法で120分 照射して

も60℃ を超えない故,赤 外線の単なる熱作用

のみでは,後 述する加熱の場合のような著明な

変化は起らぬものと考えられる.従 つて輻射熱

作用以外の光化学的反応が憶測される.然 し私

が本実験に用いた光線の中X線 は別として,紫

外線は医療用人工太陽灯であ り,赤 外線はソラ

ツクス灯である.こ の両者は確かに前記波長を

それぞれ有するが,前 者は紫外線の他赤外線及

び可視光線を含み,後 者は赤外線の他可視光線

を含有するは周知に属する,従 つて厳密には光

化学的に純粋の紫外線,赤 外線を用いて実験を

重ねる必要を痛感するが,藪 ではその大略を知

るにとどめた.

次ぎに温度の及ぼす影響の中寒冷すなわち低

温のMRに 及ぼす影響はほ とんどみられない

に対 し,高 温すなわち加熱に対 しては可な りそ

の動揺を示 した.一 般にMRが 陽性,疑 陽性

或は陰性を示すいずれの場合 も100℃60分 加

熱では全例陰性である,90℃60分 加熱でもMR

陽性の3例 は全例,疑 陽性の2例 中1例,陰 性

の2例 中1例 がいずれも陰性に反応した.然 し
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80℃ 以下 の加 熱 で は120分 加 熱 して も その 多 く

わ陰 性 化 す る こ とな く,陰 性 尿 は疑 陽 性 を,疑

陽性 尿 は 陽 性若 し くは疑 陽性 を,陽 性 尿 は 陽性

若 し くは 疑 陽性 を 示 すに と ど まつ た.

遠 心 沈 澱 の影 響 を み た場 合 はr.p.m.3,000

乃 至5,000で はMRに 対 し,何 等 の影響 も及

ぼ さ な い.又 凍 結乾 燥 した場 合 も全 く同様 で あ

つ た.以 上 の 成 績 の 中低 温格 納 及 び凍 結乾 燥 の

成 績 はMR陽 性 或 は陰 性 を示 す尿 を か よ うな

方法 で保 存 す れ ば,少 くと も6カ 月 間 は保 存 し

得 る こと を意 味 し,疾 患 の経 過 の観 察 上甚 だ有

意義 な所 見 と謂 うべ きで あ ろ う.次 ぎに 吸 着剤

の影 響 を みた 場 合 はMR陽 性 尿 が 陰 性化 す る

は 無水 硅 酸 と活 性 炭 で あ り,MR陰 性尿 に は

全然 影 響 の いな こ と か ら,MR陽 性 物 質 は か

よ うな吸 着 剤 に よ り吸 着 さ れ る よ う考 え られ

る.又4種 の イオ ン交換 樹 脂 柱 を通過 せ しめ た

場合 は,MR陽 性 尿3例 はIRA-400及 びIRC

-50に よ り疑 陽性 を
,陰 性 尿3例 はIR-120及

びIRA-400に よ り疑 陽 性 化 し,そ の他 の樹脂

で は何 等MRに 影 響 を及 ぼ さな い.供 試 した

これ ら4種 の イオ ン交換 樹 脂 の諸性 質 は既 に周

知 に属 し,そ の 分類 はIR-120は 強 酸 カチ オ ン

交換 樹 脂 で交 換 基 は 一SO3M,IRA-400は 最 強

塩基 性 ア ニ オ ン交換 樹 脂 で交 換 基 は第 四 ア ンモ

"ウ ム,IR-4Bは 弱 塩基 性 ア ニオ ソ 交 換 樹 脂

で交 換 基 はポ リァ ミン,IRC-50は 弱酸 性 カチ

オ ソ交 換 樹 脂 で 交 換 基 は 一COOMで あ り,そ

の形 状 は いず れ も球 状 を な してい る.従 つ て こ

れ ら4種 の イオ ン交 換 樹 脂 柱 を通過 後 の尿 は そ

れ ぞれ の樹 脂 の 性質 に従 い,イ オ ソ交 換 が 行 わ

れ,電 解 質 に対 して も種 々 な変 化 を来 すで あ ろ

う こ とが想 像 され るが,前 記 実 験 の み か らそ の

詳 細 を検 討 す る ことは 不 可能 で あ り,叢 に は事

実 を述 べ るに とどめ た.

透 析 の影 響 に つ い て み る と,健 康 者 を含 む

3/2例 の尿 は 透析 前 陽 性 を示 す もの12例,疑 陽

性6例,陰 性294例 を 数 え るが,透 析 後 は 陽性

を 示 す も の284例 を数 え,疑 陽 性28例,陰 性 を

示 す も のは1例 も ない.す な わ ち セ ロフ ァ ソ膜

に よ り,流 水 中 に24時 間 透 析 した結 果 は そ の殆

ん どが陽 性 若 し くは 疑 陽性 化 す る ことで あ る.
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尿の透析により膜外に析出する物質は必ずしも

電解質のみではないが,私 は尿の電解質にその

重点を置き検索を進め,尿 透析前後の電解質定

量とMRを 追究した.そ の結果健康者でMR

陰性を示す3例 は全例透析後陽性を示し,MR

陽性若しくは疑陽性を示す患者4例 はすべてが

陽性に反応 し,こ れら両者の電解質は明らかに

著明な減少乃至は消失を示している.従 つて電

解質の変動はMRに 重大な影響を及ぼ す如 く

観察される.然 し透析前両者の尿電解質組成に

大差なく.且 又MRは 明らかに陽性或は疑陽

性又は陰性を区別し得ることから,か ような見

解は不当の如 く考えられる.透 析後MRは 肉

眼的判定により陽性化する故,さ らにこの点を

追究すべく,健 康者及び腎結核患者尿透析前後

のMRを 測色学的に検索1した.そ の結果 を

CIE色 度図で みる と,健 康者及び腎結核患者

の双方共,透 析前の位置から左下方に移動がみ

られる.こ れは両者共透析後純度が下降し,明

度が上昇して青色が強 く現われて来 るためであ

る.す なわち肉眼的には赤色に乏しいが,一 ・見

鮮明な色調を示す如 くな るため,MR陽 性と

判定せざるを得ないものと思われる.然 し健康

者と腎結核患者の色度図上の大なる相異点は純

度の下降,明 度の上 昇 に 於て前者が遙かに高

く,従 つて青色を示す度合 も高 くなるに対 し,

後者はこれより遙かに低 く,然 も赤色を保持す

る.換 言すればメタクロマジーの強さが後者に

於て著しいと云 うことが出来 る.一 般に人尿の

電解質組成は健康者 と各種疾患では多少の相異

はあろうが,前 述した如き極端な不均衡は考え

られぬ故,MRを 実施するには これを懸念す

る必要は先つないものと思われる.然 し実験的

には透析により,陰 性尿が肉眼的に陽性 と判定

される如 くなり,真 の陽性との区別はかような

場合測色学的方法による以外その判定をなし得

ないものと云うべきであろう.

結 論

私はMRに 及ぼす物理化学的影響の中赤外

線,紫 外線,X線,温 度,遠 心沈澱,凍 結乾

燥,吸 着剤,イ オン交換樹脂,透 析の及ぼす影

響に つ い て検索 した結果,以 下の如 く結論す

る.

1)赤 外線をMR陽 性及び陰性を示す計20

例の尿に照射すると,MR陰 性尿に は何等の

変動をみないに反し,MR陽 性尿で は60乃至

120分 の照射で5例 中4例 が陰性化し,1例 が

疑陽性を,又MRが 疑陽性を示す1例 は20分

照射で陰性化した.結 局MR陽 性若 しくは疑

陽性尿は赤外線照射で全例に著明な変動をみた

が,そ の原因は詳 らかにな し得なかつた.

2)紫 外線照射時間 に 関 係 な く,MR陽

性,疑 陽性,陰 性尿のそれぞれに対 し,何 等の

動揺もみ られなかつた.

3)X線 照射の場合も紫外線照射の場合 と全

く同様に,照 射時間及び照射量に関係なくMR

に何等の動揺も示さない.又X線 照射後これを

長期間保存したものについてMRを 行つても,

その結果は同様であつた.

4)温 度の及ぼす影響の中加熱 した 場合 は

MRが 陽性,疑 陽性,陰 性 を示す いずれに於

ても100℃60分 加熱で は 全例陰性に反応し,

90℃60分 加熱ではMR陽 性の3例 は全例,疑

陽性の2例 中1例,性 陰の2例 中1例 は陰性に

反応した.然 し80℃ 以下の加熱ではたとえ陽

性尿であつても,そ の多 くは陰性化することな

く,陰 性尿は疑陽性を,疑 陽性尿は陽性若しく

は疑陽性 を,陽 性尿は陽性若 しくは疑陽性を示

すにとどまつた.低 温の影響をみた場合は格納

前MRと 全 く同様に反応し,何 等の変動もみ

られなかつた.

5)遠 心沈澱を行うにr.p.m.3,000乃 至5,

000で は遠心沈澱前 のMRと 全 く同様に反応

し,こ の影響は全 くみ られなかつた.

6)凍 結乾燥MRは に対 し,何 等の影響も

示さなかつた.

7)尿 を0℃ 以下の低温に格納 す るか若し

くは凍結乾燥して保存すれぱ,双 方共6カ 月間

は保存 し得てMRが 実施出来 ることを 確認し

得た.

8)吸 着剤による影響をみると,陽 性尿が吸

着により陰性化する場合は無水硅酸と活性炭の

2種 であり,陰 性尿はいずれの吸着剤に於ても
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不変であつた.

9)イ オン交換樹脂に よ る影響を み ると,

MR陽 性尿3例 はIRA-400及 びIRC-50の 通

過により疑陽性を,陰 性尿3例 はIR-120及 び

IRA-400通 過により疑陽性 となるが,そ の他

では何等の変動をも示さなかつた.

10).透析の影響をみると,健 康者並びに患者

の計312例 の尿は透析により,そ の大部分が肉

眼的に陽性若 しくは疑陽性を示し,陰 性を示す

ものは1例 もない.

11)透 析により尿電解質は著しい減少乃至は

消失を示すが,透 析前MRが 陽性或は陰性を

示す両者の電解質経成に大差のみられぬことか

ら,尿 電解質の著 しい減少乃至は不衡のみが,

直ちにMRの 成績を左右するものでない.

12)透 析後のMRを 直ちに測色 し,こ れを

CIE色 度国でみると,透 析前MRが 陽性若 し

くは陰性を示す両老が共に色度図の左下方に移

動する傾向を示す.こ れは純度の下降,明 度の

上昇に起因し,色 調が青色を増すためである.

然しその程度は陰性尿に著しく.陽 性尿では甚

だ軽度で且又赤色が前者に比し強い.換 言すれ

ば陽性尿のメタクロマジーは陰性尿に比し,遙

かに強いことを示すもので,か ような場合MR

の判定は測色学的方法以外にはなし得ないもの

と考えられる.

(本論文の要旨は昭和33年8月 開催の第10回両日本

皮膚泌尿器科連合地方会及び昭和35年4月 開催の第48

回日本泌尿器科学会総会に於て発表した)
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